
  

第２章 被災状況 
1 堤防の決壊状況 
2 浸水の状況 
3 土砂災害 
4 過去の浸水 
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第１章 災害の概要 

７月 

3 行幸啓記念碑の設置㊽ 

6 平成 30 年７月豪雨災害 倉敷市追悼式を実施㊾ 

10 災害公営住宅の二次申込受付を開始（～20 日） 

13 第 4回倉敷市災害に強い地域をつくる検討会 

28 災害公営住宅の二次抽選会を実施 

８月 

1 市総合防災情報システムの運用を開始・倉敷防災ポータルも開設㊿ 

 
 

◀9 月 14 日、天皇皇后両陛下が真備地区に行幸啓されました。これを記
念して、小田川の被災状況をご視察された宮田橋北東側の土手上に、令和
2 年 7 月 3 日、行幸啓記念碑を設置しました。 

▲災害から 2 年となる令和 2 年 7 月 6 日に、災害によりお亡くなりにな
られた方々を追悼するとともに、今後の復興への誓いを新たにするため、
ご遺族の皆さまや住民代表、国・県・市の関係者などによる「平成 30 年
7 月豪雨災害 倉敷市追悼式」を真備支所で行いました。式典後も、多く
の市民の皆さまが献花に訪れました。 

 

㊽ ㊾ 

◀災害対策本部機能の強
化を目的として、「倉敷市
総合防災情報システム」を
導入。写真は、55inch モニ
ターを 8 枚組み合わせた
システムの大型ディスプ
レイ。16 種類の情報を同
時に表示し、確認すること
ができる。 

㊾ 

㊿ 

◀市総合防災情報システムの運用開始と同時に、
市民がインターネットを通じて様々な情報が
収集できる防災専用サイトを開設。市内の防
災に関する最新情報（気象情報、雨量・河川の
水位情報、避難情報、避難所開設情報）を、分か
りやすく発信している。  

㊿ 
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第２章 被災状況 

 第２章 被災状況 
   

 
１ 堤防の決壊状況 

7 月 6日から 7日にかけて国管理河川の小田川の堤防 2 か所、県管理河川の末政川、高
馬川、真谷川の堤防 6 か所が決壊した。堤防の決壊により真備地区全体面積の約 3 割に
あたる 1,200 ㏊が浸水し、深さは約 5m に及んだ。多数の家屋等が浸水し、市内で亡くな
った方は 52 人（災害関連死を除く）、全壊をはじめとする住家被害は、5,977 棟（平成 31
年 4月 5 日現在）に上った。 

１ 真備地区被災状況     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 31ページ上段写真の   から矢印方向を撮影（小田川堤防決壊箇所、左側は県立倉敷まきび支援学校） 

堤防決壊箇所 

高馬川 

県立倉敷まきび支援学校 

小田川 小

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

２ 国管理河川（小田川） 
⑴高馬川合流付近 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[高馬川合流付近 堤防決壊箇所] 

 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

撮影日時：7月 8日 14時頃 

県立倉敷 県立倉敷県立倉敷

まきび支援学校 

（以下、堤防の決壊延長をＬ＝100ｍなどと示す） 

写真提供：国土交通省 
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第２章 被災状況 

 第２章 被災状況 
   

 
１ 堤防の決壊状況 

7 月 6日から 7日にかけて国管理河川の小田川の堤防 2 か所、県管理河川の末政川、高
馬川、真谷川の堤防 6 か所が決壊した。堤防の決壊により真備地区全体面積の約 3 割に
あたる 1,200 ㏊が浸水し、深さは約 5m に及んだ。多数の家屋等が浸水し、市内で亡くな
った方は 52 人（災害関連死を除く）、全壊をはじめとする住家被害は、5,977 棟（平成 31
年 4月 5 日現在）に上った。 

１ 真備地区被災状況     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 31ページ上段写真の   から矢印方向を撮影（小田川堤防決壊箇所、左側は県立倉敷まきび支援学校） 

堤防決壊箇所 

高馬川 

県立倉敷まきび支援学校 

小田川 小

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

⑵内山谷川合流付近 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[内山谷川合流付近 堤防決壊箇所] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

上段写真の   から矢印方向を撮影（撮影日時：7月 9日） 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章



 

33 
 

第２章 被災状況 

３ 県管理河川 
⑴末政川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

[末政川堤防決壊箇所]  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

撮影日時：7月 7日 7時頃 

  

 

上段写真の   から矢印①方向を撮影 上段写真の   から矢印②方向を撮影 

A 

B 

A A 
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第２章 被災状況 

⑵内山谷川合流付近 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[内山谷川合流付近 堤防決壊箇所] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

上段写真の   から矢印方向を撮影（撮影日時：7月 9日） 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

[末政川堤防決壊箇所]  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵高馬川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

33ページ上段写真の   から矢印③方向を撮影 撮影日時：7月 11日 13時頃 B 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

[高馬川堤防決壊箇所] 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑶真谷川 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

34ページ下段写真の   から矢印方向を撮影 撮影日時：7月 8日 18時頃 

堤防決壊箇所 
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第２章 被災状況 

[末政川堤防決壊箇所]  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵高馬川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

33ページ上段写真の   から矢印③方向を撮影 撮影日時：7月 11日 13時頃 B 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

[真谷川堤防決壊箇所] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 浸水の状況 

１ 真備地区の浸水状況 
⑴浸水域・浸水深  
区分 規  模 

浸水域 約 1,200 ㏊（真備地区全域：約 4,400 ㏊） 
浸水深 最大約 5ｍ（推定値） 

平成 30 年 7 月豪雨による真備地区の浸水地域は、平成 29 年作成の倉敷市洪水・土
砂災害ハザードマップ（真備・船穂地区）の浸水想定区域とほぼ重なっている。 

 

 

35ページ下段写真の   から矢印方向を撮影 撮影日時：7月 10日 14時頃 

出典：国土交通省国土地理院 
平成 30年 7月豪雨による倉敷市真備町周辺浸水推定段彩図 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

⑵浸水の状況 

  
 

①辻田付近の上空から南西方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

①～⑪：写真の撮影方向を示す 

真備東中学校 

 

36 
 

第２章 被災状況 

[真谷川堤防決壊箇所] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 浸水の状況 

１ 真備地区の浸水状況 
⑴浸水域・浸水深  
区分 規  模 

浸水域 約 1,200 ㏊（真備地区全域：約 4,400 ㏊） 
浸水深 最大約 5ｍ（推定値） 

平成 30 年 7 月豪雨による真備地区の浸水地域は、平成 29 年作成の倉敷市洪水・土
砂災害ハザードマップ（真備・船穂地区）の浸水想定区域とほぼ重なっている。 

 

 

35ページ下段写真の   から矢印方向を撮影 撮影日時：7月 10日 14時頃 

出典：国土交通省国土地理院 
平成 30年 7月豪雨による倉敷市真備町周辺浸水推定段彩図 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

②南山橋上空から総社方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

高梁川 

井原鉄道 

小田川 

③南山橋上空から北方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 

総社市 市総社市総社
川辺橋 

高梁川 

小田川 

井原鉄道 

写真提供：国土交通省 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

 

④矢形橋上空から南西方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 

小田川 

箭田地区 

二万橋 

有井地区 

⑤矢形橋上空から北方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 

小田川 小田川

川辺宿駅 

川辺橋 川辺川辺

川辺地区 

高梁川 川

真備健康福祉館 

矢形橋 

二万橋二万橋

県立倉敷 県県県県県県立立倉倉倉倉倉敷敷敷敷敷県県県県県県県県県県県県県立立倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷敷
まきび支援学校 

写真提供：国土交通省 

 

写真提供：国土交通省 
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第２章 被災状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

②南山橋上空から総社方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

高梁川 

井原鉄道 

小田川 

③南山橋上空から北方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 

総社市 市総社市総社
川辺橋 

高梁川 

小田川 

井原鉄道 

写真提供：国土交通省 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

  

⑥二万橋上空から北方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 

⑦二万橋上空から北西方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 

二万橋 

小田川 

玉島消防署真備分署 

井原鉄道 

末政川 

小田川 小田川

真備中学校 井原鉄道 

井原鉄道井原鉄道

箭田地区 

下二万地区 

⑦二万橋上空から北西方面を撮影⑦二万橋上空から北西方面を撮影

倉敷市真備支所 

下二万地区 

箭田地区 

井原鉄道井原鉄道

マービーふれあいセンター 

写真提供：国土交通省 

 

写真提供：国土交通省 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧福松橋上空から北東方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 

下二万地区 

末政川 

二万橋 

マービーふれあいセンター 

撮影日時：7月 7日 

⑨福松橋上空から北西方面を撮影 

小田川 小田川

下二万地区 

真備中学校 井原鉄道 

吉備真備駅 

県立倉敷 県立県立
まきび支援学校 

橋上空から北西方面を撮影

備

立倉敷立倉敷立倉敷

吉

立倉敷

吉
高馬川 

箭田地区 

写真提供：国土交通省 

 

写真提供：国土交通省 
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第２章 被災状況 

  

⑥二万橋上空から北方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 

⑦二万橋上空から北西方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 

二万橋 

小田川 

玉島消防署真備分署 

井原鉄道 

末政川 

小田川 小田川

真備中学校 井原鉄道 

井原鉄道井原鉄道

箭田地区 

下二万地区 

⑦二万橋上空から北西方面を撮影⑦二万橋上空から北西方面を撮影

倉敷市真備支所 

下二万地区 

箭田地区 

井原鉄道井原鉄道

マービーふれあいセンター 

写真提供：国土交通省 

 

写真提供：国土交通省 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩宮田橋上空から東方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100ｍ） 

箭田小学校 

県立倉敷 
まきび支援学校 
県立倉敷県立倉敷県立倉敷

支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援まままままままままままききききききききききびびびびびびびびびび支支支支支支支支支支支支支ままままきききびびび

高馬川 高高高高高高高高馬川

時頃（上空 100ｍ）

小田川 

井原鉄道 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

⑪宮田橋上空から南西方面を撮影 

真谷川 

服部地区 

真備公民館 真備公民館真備公民館
服部分館 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

２ まちの状況 
小田川、小田川支川の末政川・高馬川・真谷川の堤防の決壊により、真備地区約 4,400ha

のうち約 1,200haが浸水。浸水地域では、お亡くなりになられた方々をはじめ、大規模な
住家・事業所・農業被害の発生とともに、広範囲でのライフラインの停止など、未曾有の
大災害となった。住宅の 2 階や屋根の上などに取り残された 2,350人以上が、自衛隊、消
防、警察等によって救助・救出されるとともに、5,500 人（7月 7日）を超える市民が避
難所へ避難した。 
また、市内では倉敷地区で東町・吉岡・中庄、玉島地区で玉島阿賀崎・玉島長尾・玉島

服部地区などでも床上浸水が発生するなど、真備地区以外でも浸水により大きな被害を
受けた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真備地区二万橋付近（7月 7日） 

真備支所から吉備真備駅方面を撮影 真備支所から撮影した救助隊 
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第２章 被災状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩宮田橋上空から東方面を撮影 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100ｍ） 

箭田小学校 

県立倉敷 
まきび支援学校 
県立倉敷県立倉敷県立倉敷

支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援まままままままままままききききききききききびびびびびびびびびび支支支支支支支支支支支支支ままままきききびびび

高馬川 高高高高高高高高馬川

時頃（上空 100ｍ）

小田川 

井原鉄道 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃（上空 100m） 

⑪宮田橋上空から南西方面を撮影 

真谷川 

服部地区 

真備公民館 真備公民館真備公民館
服部分館 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

 

 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃 

小田川堤防（上の写真）の   の部分から、矢印の方向を撮影したもの（7月 7日） 

吉備真備駅北側周辺（7月 7日） 

浸水により漂流物が散乱する 

箭田地区の様子（7月 7日） 
箭田小学校付近（7月 7日） 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

 
  

真備陵南高等学校付近（7月 7日） 

左写真：高馬川と国道 486

号の交差地点付近から西

方向を撮影（7月 8日） 

上写真：矢形橋付近から北

方向を撮影（7月 8日） 

真備浄化センター付近（7月 8日） まきびの里保育園付近（7月 7日） 
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第２章 被災状況 

 

 

撮影日時：7月 7日 14時-17時頃 

小田川堤防（上の写真）の   の部分から、矢印の方向を撮影したもの（7月 7日） 

吉備真備駅北側周辺（7月 7日） 

浸水により漂流物が散乱する 

箭田地区の様子（7月 7日） 
箭田小学校付近（7月 7日） 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生坂二日市線（7月 8日） 浅原川（7月 7日） 

市保健所東側道路（7月 7日） 

高梁川緑地（7月 7日、片島町） 

 

第２章 被災状況 

第  

二  

章
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第２章 被災状況 

３ 土砂災害 

市内の山間部では広江、連島、児島、玉島地区で土砂災害が発生し、住家・道路への土
石の流入、道路崩落、林地の崩壊、電柱の倒壊などの被害を受けた。 

１ 広江地区 
  7 月 7 日、広江地区のコスモタウン広江団地の裏山の土砂が約 500m にわたって崩れ落
ちる土砂災害が発生。住家被害は全壊 2 棟、大規模半壊 1 棟、半壊 3 棟、一部損壊 4 棟
に上った。付近の住民は、福田南中学校などに避難し、一部の被災者はその後、広江中央
公民館へ移り避難生活を送った。 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

コスモタウン広江の土砂災害の様子（空撮） 

：土砂災害発生箇所 
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第２章 被災状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生坂二日市線（7月 8日） 浅原川（7月 7日） 

市保健所東側道路（7月 7日） 

高梁川緑地（7月 7日、片島町） 
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第２章 被災状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２ 連島地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コスモタウン広江の土砂災害 被害状況 

旭丘小学校西側付近 連島町西之浦 146号線 

土砂災害当日の夜の様子 崩落状況 
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第２章 被災状況 

３ 下津井地区 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 弥高山地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

才ノ峠吹上線 

城山線（下津井城跡南側） 

弥高線（玉島・弥高山） 
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第２章 被災状況 

４ 過去の浸水 

  平成 30 年 7 月豪雨の被災地の真備地区は、明治 26 年、昭和 47 年、51 年にも大きな
浸水被害を受けており、小田川を管理している国土交通省において治水対策が検討され
てきた。 

１ 明治 26年 

高梁川水系において、正確な被害統計が残る洪水としては既往最大規模。高梁川本川
や支川のいたるところで決壊し、未曾有の大災害となった。 
この災害を契機に、高梁川第 1 期改修工事が行われた。期間は明治 40 年～大正 14 年

で、東高梁川と西高梁川を西の 1本に統合し、東高梁川を廃川した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 昭和 47年 

昭和 47 年 7 月洪水では、中国地方各地で大規模な浸水となり、小田川では堤防が決
壊し、未曾有の大災害となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 

明治 26年 堤防決壊の復旧状況（真備町川辺） 

明治 26年 家屋倒壊状況（真備町川辺字辻尾） 

昭和 47年 小田川の決壊 
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第２章 被災状況 

３ 昭和 51年 

昭和 51年 9 月には、小田川の堤防決壊はなかったが、大規模内水氾濫が発生した。
浸水面積、被害規模では昭和 47 年 7 月洪水を超える未曾有の大災害となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和 51 年 9 月 浸水区域図  

昭和 51 年 内水による浸水状況（真備町川辺） 
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明治 26年 堤防決壊の復旧状況（真備町川辺） 
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